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自己点検・評価報告書 

 

この自己点検・評価報告書は、 ASOポップカルチャー専門学校高等課程 の２０２5年度の自己点

検・評価活動の結果を記したものである。 

 

作成日 ２０２6年  1月３１日 

 

ASOポップカルチャー専門学校高等課程  

 
 

目 次 

Ⅰ 教育理念・教育目標（育成人材像） ........................................................................................................ - 3 - 

Ⅱ 重点項目 .............................................................................................................................................. - 4 - 

Ⅲ 基準項目 自己点検・評価 .................................................................................................................... - 5 - 

基準 １  教育理念、目的、育成人材像 ..................................................................................... - 5 - 

基準 ２  学校運営 .................................................................................................................. - 6 - 

基準 ３  教育活動 ................................................................................................................ - 10 - 

基準 ４  学修成果 ................................................................................................................ - 15 - 

基準 ５  学生支援 ................................................................................................................ - 17 - 

基準 ６  教育環境 ................................................................................................................ - 19 - 

基準 ７  学生募集 ................................................................................................................ - 21 - 

基準 ８  財務 ....................................................................................................................... - 22 - 

基準 ９  法令遵守 ................................................................................................................ - 23 - 

基準１０ 内部質保証 .............................................................................................................. - 24 - 

基準１１ 社会貢献・地域貢献 .................................................................................................. - 25 - 

 

 

評価結果 

 

３：基準を満たしており、特筆すべき取り組みを行っている  

２：概ね基準を満たしている  

１：基準を満たしておらず改善が必要 
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Ⅰ 教育理念・教育目標（育成人材像） 

 

1 教育理念  

 

創造性を磨き、それを支える専門技術を高めます。 

同時に、創造性の源となり、チームでの創作活動を支えうる人間性、人格の成長を図ります  

  

2 教育方針  

 

(1) ASOポップカルチャー専門学校高等課程教育方針  

  

「好き」を「得意」に やりたいことが見つかる。 好きなことを深く知る。 好きなことが、得意なことに変わる場所。  

専門学校との連携による専門教育と人間力教育で 生徒の可能性を大きく拡げます。  

 

(2) ASOポップカルチャー専門学校高等課程の育成人材像  

 

【ゲームクリエイターコース】 

◇将来に向けての目標 プログラム言語等、ゲームプログラム開発に必要な資格の取得、知識や技術の基本を身に付 

け、ゲームプログラムを開発できる。 

【イラストレーターコース】 

◇将来に向けての目標 コンテストへの出品を積極的に行い、イラスト、アニメーション制作に活用できる資格の取得、

知識や技術を身に付け、自分の最も得意な分野で活躍できる。  

【CGコース】 

◇将来に向けての目標 コンテストへの出品を積極的に行い、３DCG 制作に活用できる資格の取得、知識や技術を

身に付け、自分の最も得意な分野で活躍できる。  

【情報システムコース】  

◇将来に向けての目標 プログラミングや Web といったシステム開発には欠かせない資格の取得や幅広い知識と

技能 を身につけ、ITに関わる様々な分野で活躍できる。  

 

(3) ASOポップカルチャー専門学校高等課程カリキュラムポリシー  

 

◇教育カリキュラム目標(カリキュラムポリシー) 

・「自分で学ぶ」「仲間と学び合う」授業を通して人間力を育てます。  

・専門職として活躍するための基礎となる知識・技能の修得により、状況に応じて柔軟に対応できる専門力を育てま

す。 

・企業ニーズやトレンドを押さえた実践的な授業を行い、基礎から応用、実践へと知識・技能の着実な発展を促します。 
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Ⅱ 重点項目 

 
１．重点項目 

①カリキュラム会議の充実を図り、教育理念・育成人材像に沿ったカリキュラムの質の向上 

②多様性のある学生に対する指導環境整備と担当教諭のバックアップ体制の立案 

③学生に対する進路支援に関するカリキュラム・支援体制の充実 

④学内外への ASOポップカルチャー専門学校高等課程認知拡大のための、在校生実績作りと広報支援の拡充 

 

２．取組み状況 

①教育理念・育成人材像に沿った教育環境・教育内容を整備するため、毎週木曜日に高等部常勤教職員全員でカリ

キュラム会議を行い、カリキュラムについての話し合いを行った。 

②中学時代からの精神的課題を抱える学生に対し、個々の問題点共有と対策を検討するため、ASO ポップカルチャ

ー専門学校高等課程教職員、フレックスクラス・カウンセラーと月に一度の共有会議を行い適切な対応を協議し

た。 

③麻生専門学校グループ内教務・広報担当部門などの協力を得て、職業紹介・専門学校ガイダンスを実施した。高等

部内でも年度後半は進路研究の時間にてキャリア教育・進路指導を実施している。就職支援担当者の協力も得

て、就職希望者への個別ガイダンスも実施した。また大学進学希望者を対象に受験先指導・受験準備指導など支

援を行った。 

④ 外部企業のデザインコンテストへの参加を積極的に進めている。中学校の出張講座も積極的に参加した。実績は

ブログ・SNSにて発信した。 

  

 

３．総括（成果と課題） 

①カリキュラムを見直すにあたり、内容についての議論を行い方向性を定めた。情報システム系コースの専任教員不

足による適切なカリキュラム内容の精査が不足している。 

 育成人材像に沿ったものになっているか、定期的な検証をしていく必要がある。 

②初期段階での個別面談・三者面談の機会を増やし欠席増や退学の抑制に努めるなど、支援体制の整備と取組みを

継続した。特に本年度はフレックスクラスと学内カウンセラーとの共有会議を設けることで支援体制を拡充した。

家庭内での生活指導と学内の指導を連動させていく必要がある。 

③ 今年度卒業生は、それぞれの希望に応じた進路確保を達成しており、支援体制充実の成果が発揮されたものと

考える。 

④株式会社テクノミックス主催「学校あんしんメール」デザインコンテスト参画。ステッカーデザインに採用されるなど

の成果も出ている。また中学校の出張講座においては、仲介業者（ツナグミライ）を通してゲーム・アニメなどのコ

ンテンツ業界の職種説明を実施した。 
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Ⅲ 基準項目 自己点検・評価 

============================================================== 

基準 １  教育理念、目的、育成人材像 

============================================================== 

  中項目１－１   

法人の理念、学校の教育理念、学科の教育目的・育成人材像を定め、学校構成員に周知を図り、社会に公表している

か。 

 

【取り組み状況】 

 

学校の教育理念等については明文化し、ホームページ上に情報公開の項目を整え、社会に公表している。本校の

理念や目的は法人の理念を基に展開しており、当該年度の事業計画書に掲載し、全教職員で共有している。非常勤

講師においては年度に１回開催している非常勤講師会にて教育理念、育成人材像の共有を行っている。新入生に対

しては、「学校生活のてびき」に掲載しており、担任を通じて周知、指導している。同時にヒューマンリソースベーシッ

ク教育（HRB教育）を通して ASO高等部生としてふさわしい態度や考え方を育むようにしている。 

年１回の非常勤講師会を実施しており、学校の教育理念・教育目的および育成人材像について、常勤はもとより非

常勤講師も含めた教職員全体での再確認・意識共有を行っている。また、教育理念・教育目的に基づいた個別具体の

判断についても、Microsoft Teams（製品名）講師控室チャンネルにて意識の共有を随時行っており、教職員全体

で判断基準が異なることがない。 

 

 

【課題及びその改善方策】 

 

特になし 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

１－１－１ 
「学校の教育理念」を定め、学校構成員（すべての教員、職員、学生）及び関連業
界に周知を図り、社会に公表しているか。 ２ 

１－１－２ 
各学科の教育目標（育成人材像）を定め、学校構成員（すべての教員、職員、学
生）及び関連業界に周知を図り、社会に公表しているか。 ２ 
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============================================================== 

基準 ２  学校運営 

============================================================== 

  中項目２－１   

学校の教育理念に沿った運営方針を定めているか。 

 

【取り組み状況】 

運営方針は法人の理念と学校の理念に基づいて策定され、規定通り運営している。 

 

【課題及びその改善方策】 

引き続き年度はじめの会議、その後の定例会議で運営方針を周知する。 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

２－１－１ 
学校の教育理念に沿った運営方針を策定しているか。また、運営方針を教職員

に周知しているか。 
２ 

 

  中項目２－２   

 

事業計画を作成し、執行しているか。 

 

【取り組み状況】 

学生募集・学習実績と成果の向上・出席率の向上と退学者の提言を要旨とした事業計画を策定している。運営方

針資料並びに事業計画書は高等部共有フォルダに格納し教職員全員が常に確認できる状態にしている。また、毎月

第 3金曜日の学校運営会議にて事業計画の進捗を確認している。 

 事業計画に沿った情報の共有を継続しつつ、出席率・退学の指導困難な学生については、担任・学内カウンセラー

および学内の別校舎対応教室であるフレックスクラスと連動した指導を行っており成果を上げている。 

 

【課題及びその改善方策】 

特になし 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

２－２－１ 運営方針に沿った事業計画を策定し共有しているか。 ２ 

２－２－２ 事業計画は適正に執行されているか。 ２ 
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  中項目２－３   

運営組織や意思決定機関は効率的なものになっているか。 

 

【取り組み状況】 

法人において明文化された運営組織および意思決定機関の仕組みのもとで運営されている。理事長・常務理事・

理事・本部長・監事が参加する常任理事会が適宜開催され、組織運営上の重要課題について合議がなされている。 

また、校長代行が参加する部門長会議等、各階層別・目的別の会議体が設計されており、これらに参画し、法人方針

の共有と学校運営への反映を行っている。会議は計画的に開催され、有効に機能している。 

学内において、年度当初のキックオフ会議資料に各役割分担、年間ターム表を設定し、学校組織図によるリーダ

ー・校長代行補佐・校長代行のルートにて意思決定と業務遂行がなされている。また電子稟議書の導入を行い、設定

されたルールに則った起案・決済がなされている。毎週金曜日の定例ミーティング、毎月第三金曜日の学校運営ミー

ティング、半期 1回の業務遂行ミーティングを行い、議事録を作成、常に共有できる仕組みを整えている 

各職員の研修参加としてオンラインセミナーを活用した。引き続き、研修計画を策定し育成をおこなっていく。 

 

 

【課題及びその改善方策】 

特になし 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

２－３－１ 
法人の運営組織や意思決定機能は規程等において明確化されているか。また
有効に機能しているか。 

２ 

２－３－２ 
学校あるいは部門の運営組織や意思決定機能は明確化されているか。また有
効に機能しているか。 

２ 

２－３－３ 運営会議（教職員会議・教員会議等）が定期的に開催されているか。 ２ 

２－３－４ 学校業務を支援する事務組織が設置され、十分に機能しているか。 ２ 

２－３－５ 事務職員の意欲や資質・能力の向上を図るための方策を講じているか。 ２ 
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  中項目２－４   

人事・給与に関する制度を確立しているか。 

 

【取り組み状況】 

法人で整備された雇用区分ごとの就業規則および各種人事諸規程、労使協定に基づき運営している。これらは法

令を遵守して整備されている。また、法人の運営方針や労働関連法令の改正に応じて規程の見直し・改定が行われ

ており、その内容を教職員へ周知し、適切な運用に努めている。 

法人で定められた給与規程（または一部雇用形態については就業規則）に基づき、法令を遵守した給与制度のも

とで運用している。これらの規程は法人内共有フォルダ等を通じて教職員に公開されており、本校においても透明

性の確保に努めている。 

 法人で整備された昇給・昇格制度を含む人事制度に基づき運営している。制度内容は教職員に公開されている。 

また、法人の基本方針を踏まえつつ、社会情勢や物価動向等を勘案し制度の見直しが適宜行われており、その運用

において公平性・妥当性の確保に努めている。 

法人で定められた採用規程に基づき、適切な募集・採用を行っている。採用にあたっては、当該部署の責任者が採

用稟議を起案し、求める人物像を明確にしたうえで選考を実施している。また、法人本部および関係部門と連携した

採用体制のもと、面接から内定判断まで規程に則って運用している。さらに、選考状況や内定辞退の状況等を確認

し、採用プロセスの妥当性について検証を行っている。 

 

 

【課題及びその改善方策】 

特になし 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

２－４－１ 人事に関する制度を整備しているか。 ２ 

２－４－２ 給与に関する制度を整備しているか。 ２ 

２－４－３ 昇給・昇格制度を整備しているか。 ２ 

２－４－４ 教職員の募集・採用は適切に行われているか。 ２ 
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  中項目２－５   

情報システム化等による業務の効率化が図られているか。 

 

【取り組み状況】 

学内の麻生塾システムを活用し、学生に関する情報管理・事務処理の業務が実行されている。 

経費や IT関連要望などもワークフローシステム AgileWorks（製品名）・Microsoft Teamsの活用により業務の

効率化が図られている。 

 

 

【課題及びその改善方策】 

特に課題はなし。現行システムの効果的運用継続を行う。 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

２－５－１ 情報システム化に取組み、業務の効率化を図っているか。 ２ 
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============================================================== 

基準 ３  教育活動 

============================================================== 

  中項目３－１   

教育理念、教育目標（育成人材像）に沿った教育課程を編成・実施しているか。 

 

【取り組み状況】 

教育理念・目標ならびにカリキュラム・ポリシーについては設立時に決定したものを明文化し、全教職員にて共有し

ている。学生に対しては「学校生活のてびき」にて、非常勤講師には講師会にて周知している。 

教育目標（育成人材像）に基づき適切な教育が行われているかどうか、検討・改善を目的として年度下期より毎週

水曜日にカリキュラム会議を実施しており、カリキュラムは会議内で決定の上編成している。 

カリキュラム・ポリシー、ディプロマ・ポリシーいずれも教職員、在校生およびその保護者に対しては学生便覧で明

示しており共有されている。また、定期的にカリキュラム検討会議を実施し、以上のポリシーに基づいたカリキュラム

編成および学校運営となっていることを継続的に確認している。 

 

 

 

【課題及びその改善方策】 

 上記のポリシーについて本校関係者以外への周知が充分でないことを鑑み、次年度、高等課程ホームページにて両

ポリシーを公開する。 

 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

３－１－１ 
教育目標（育成人材像）に基づきディプロマ・ポリシーを明示し、また学校構成
員（教職員及び学生等）に周知し、社会に公表されているか。また定期的に検証
を行っているか。 

２ 

３－１－２ 
教育目標（育成人材像）に基づき教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリ
シー）を明示し、また学校構成員（教職員及び学生等）に周知し、社会に公表され
ているか。また定期的に検証を行っているか。 

２ 
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  中項目３－２   

教育課程の編成・実施方針に基づき、教育課程・教育内容は適切に行なっているか。 

 

【取り組み状況】 

教育課程は開校時のカリキュラムをもとに、学生の理解度・学習進捗度を非常勤教員と相談しながらカリキュラム

検討会議を実施し見直しを行っている。 

実践的な職業教育については、上級専門学校教員と学校法人麻生塾キャリア支援部よる業界セミナーや説明会、

また学生作品展を開催するなどで、業界理解を深めるとともに実践教育の場として活用している。 

台風・大雨による想定外の事態が発生したが、遠隔授業においても授業科目の目標を達成するために、柔軟かつ

的確に対応を行った。 

キャリア教育について進路研究の時間を利用し、職業理解・進路スケジュールや麻生専門学校グループ校からの分

野説明を行い、進路の視野を広げる取り組みを行った。 

 またシラバスについても全科目シラバス及びコマシラバスを作成し在校生に公表している。加えて、当初作成した

コマシラバスとの進捗などの異同を記入する欄を設け、全授業担当教員が自身の授業実施後、異なる部分がある場

合に記入している。 

 

【課題及びその改善方策】 

シラバスの記述形式に不揃いな点があり、全シラバスで書式の統一を再徹底する必要がある。 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

３－２－１ 
教育課程の編成・実施方針（カリキュラム・ポリシー）に基づき、授業科ｂ目を適
切に開設し、教育課程を体系的に編成しているか。 

２ 

３－２－２ 
業界のニーズを踏まえ、実践的な職業教育の視点に立った教育内容（学科の修
業年限に対応した教育到達レベルや学習時間の確保等）が提供されているか。 

２ 

３－２－３ 
専攻分野に関する企業・関係施設等や業界団体と連携して教育課程の編成を
行っているか。 

２ 

３－２－４ 授業科目の目標を達成するための授業内容や授業方法になっているか。 ２ 

３－２－５ 授業及び実習に関するシラバスは作成しているか。 ２ 

３－２－６ シラバスに基づいてコマシラバスを作成しているか。 ２ 

３－２－７ 授業はシラバス及びコマシラバスに基づいて実施しているか。 ２ 

３－２－９ 
キャリア教育を行ない、学生の社会的・職業的自立に向け必要な基盤となる能
力や態度を育成しキャリア発達を促しているか。 

２ 
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  中項目３－３   

教育の評価を適切に行っているか。 

 

【取り組み状況】 

授業評価は、授業アンケートの結果に基づき、教員に対してフィードバックを行い、必要に応じて指導を行うなど

常に改善を図っている。特に本校においては授業の大半が非常勤講師によって実施されているため、同じ温度感で

の教育指導を行うことが困難である。評価方法としては校長代行・各教職員による授業観察を適宜行っている 

 

 

【課題及びその改善方策】 

問題なく運営されており課題はないが、さらに教育評価の強化のために以下を取り組む。すわなち、Microsoft 

Teams、Microsoft Formsなどのアプリケーションを継続活用し、教員の授業方法・評価に関する制度を整備し、

改善する取り組みをさらに強化していく。非常勤講師とも連携を密にし、教育の質向上につなげていく。 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

３－３－１ 授業評価体制を整備しているか。 ２ 

３－３－２ 学生によるアンケート等で定期的に授業評価を実施しているか。 ２ 

３－３－３ 
授業科目の目標に照らし、教育内容・授業方法が適切であるか確認している
か。 

２ 

３－３－４ 授業評価の結果を教員にフィードバックしているか。 ２ 

３－３－５ 
授業評価の結果をもとに、授業内容・授業方法の改善を図るための取り組みを
行っているか。 

２ 
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  中項目３－４   

成績評価と単位認定を適切に行っているか。 

 

【取り組み状況】 

定期試験または定期試験に準ずる方法で適切に評価している。また、評価規程については学生便覧等にて生徒に

周知している。全ての科目で成績評価・進級・卒業判定の基準は明確に定めている。また学生便覧に示された進級卒

業基準、成績判定基準などは保護者会にて説明している。 

個々の科目の評価方法については一覧表を作成し、全学生に提示し確認を促した。 

 

 

【課題及びその改善方策】 

成績評価基準について問題はないが、成績評価基準が適切であるかどうか継続的な確認と学生自身が理解を深

める方法について継続して検討をすすめる。 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

３－４－１ 成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準は明確になっているか。 ２ 

３－４－２ 
学生や保護者等に、成績評価・単位認定、進級・卒業判定の基準、進級要件、卒
業要件を適切に明示しているか。 

２ 

３－４－３ 各規程に基づいて適切に成績評価・単位認定、進級・卒業判定を行っているか。 ２ 
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  中項目３－５   

教育活動を確実に実践するために、教育体制の整備を適切に図っているか。また教員の能力開発のための資質向上

の取り組みを行っているか。 

 

【取り組み状況】 

法令に則り、学校の教育理念や目的の達成に必要な教育課程の種類、分野、学生数を考慮し、必要な教員組織を

構築している。 

非常勤講師会を開催し、学生指導・学習指導についての資料を細かく提示し、統一した指導ができるように周知を

徹底している。 

常勤教員がオンラインによる外部研修に参加することで、専門関連領域の理解が進んだ。 

 

 

 

【課題及びその改善方策】 

適切に実施できているが、さらに改善に取り組む。学校運営の計画内容・組織体制に基づき業務分担の適宜見直

しを行い、教職員の業務の平準化を図ることで、教職員全体の質の向上に取り組む。特に非常勤講師並びに麻生専

門学校グループ校との連携を密にするよう努める。 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

３－５－１ 
法令に則り、学校の教育理念・教育目標の達成に必要な教員を確保している
か。 

２ 

３－５－２ 教員の組織体制を整備しているか。 ２ 

3－5－３ 
教員に必要な知識・技能を身に付け、資質・能力の向上を図るための取り組み
を行っているか。 

２ 
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============================================================== 

基準 ４  学修成果 

============================================================== 

  中項目４－１   

学科ごとに学生の学修成果を中心とした目的・目標を設定して教育活動を行い、多様な視点から成果の達成状況を

把握し、改善に活用しているか。 

 

【取り組み状況】 

教育活動の成果としての成績、検定取得、退学者等の目標値については事業計画の中で全教職員に周知している。

進捗状況については毎月、クラス運営報告書として各クラスの状況を報告し、その状況を毎週の定例ミーティングで

状況を共有すると共に進捗を確認し、必要に応じて修正を行っている。 

担任を中心に学生との連絡を密に行うことで、学生の制作意欲の向上やモチベーション維持に取り組んでいる。

一部の学生はコンテスト上位入賞で良い成績を残している。 

就職希望者の活動においては担任・副担任によるサポートがなされている。退学の懸念がある学生については学

生の情報及び指導内容を Microsoft Teams・麻生塾システムの面談記録で共有し、フレックスクラス・学内カウン

セラーとも月に一度のミーティングで共有している 

 

 

 

【課題及びその改善方策】 

特になし 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

４－１－２ 
退学率の低減が図られているか。また結果を分析し、退学率を低減させる取組
みを行っているか。 

２ 

４－１－３ 
資格取得率、公務員合格率及びコンテスト・コンペ入選数の向上の取組みを行
っているか。また結果を分析し、教育活動及び学生支援の改善を図っている
か。 

２ 

４－１－４ 
資格取得等に関する指導体制及びカリキュラムの中での体系的な位置づけは
あるか。 

２ 
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  中項目４－２   

卒業生の社会的な活躍および評価を把握しているか。 

 

【取り組み状況】 

麻生専門学校グループ校に進学した卒業生については、各進学先の担任等より状況を口頭ならびに Microsoft 

Teams で確認を行っている。当該内容については学内の Microsoft Teams を使用して全職員に共有をしたう

えで、教育活動の改善に活用している。 

麻生専門学校グループ校以外への進学者及び就職者については、直接本人のヒアリングを行っている。 

 

 

 

【課題及びその改善方策】 

 特になし 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

４－２－１ 
卒業後の専攻分野におけるキャリア形成への効果を把握しているか。また、そ
れを踏まえ教育活動等の改善を図っているか。 

２ 
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============================================================== 

基準 ５  学生支援 

============================================================== 

  中項目５－１   

学生に対する修学支援、生活支援、進路支援に関する支援組織体制を整備し、学生が学修に専念し、安定した学生生

活を送ることができるように図っているか。 

 

【取り組み状況】 

経済的支援として、公的支援制度の案内・分割納入制度などを実施している。 

健康管理として１年に１回健康診断の実施ならびに麻生専門学校グループ臨床心理士・カウンセラーの ASO 高等

部内での物理的活動スペースを設けるなどの施策を実施している。 

また、日常的な生活環境への支援として放課後などの体育活動施設・スポーツジム・図書室および体調の悪い生徒

には保健室などを提供している。 

また本校では課外活動としてe-sports部、デッサン部などの部活動の紹介参加支援ならびに放課後の教室開放

と各種施設の貸し出しを行っている。 

進路指導の一環として進路研究の授業にて様々な進路の紹介と進路確保に向けて必要なアクションを指導してい

る。年１回の保護者会と三者面談を実施し、定期的に保護者に対して学校生活の状況を共有している。加えて保護者

が学校公式 lineに登録し、必要に応じて lineにて適宜連絡を行っている。また、入退くんというシステムを導入し、

それぞれの生徒の登校時と下校時に記録を残し、その記録を保護者にメールで送信するというサービスを提供して

いる。 

遠隔地から就学する学生のため、寮の整備や住居の紹介を行っている。直営寮・提携寮を完備している。寮監を配

置し、定期的に学生の様子を報告してもらう仕組みを取り入れている。入寮・退寮手続きの案内をし、請求・返金など

寮費の管理を適切に行っている。Microsoft Teams を活用し、寮監・学生・学生支援グループの 3 者間で連絡を

密にし、協力体制を構築している。 

 

 

【課題及びその改善方策】 

学生寮の管理体制において必要な体制は整っているものの退寮願の回収が曖昧になっていたので、100％回収

できるよう改善に取り組み達成した。この改善が定着するように引き続き取り組む。 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

５－１－１ 学生の就職・進路支援を適切に行っているか。 ２ 

５－１－２ 学生相談に関する体制を整備しているか。 ２ 

５－１－３ 学生の経済的側面に対する支援制度を整備し、適切に運営しているか。 ２ 
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５－１－４ 学生の健康管理を担う組織体制はあるか。 ３ 

５－１－５ 学生の生活環境への支援を行っているか。 ３ 

５－１－６ 保護者等との連携を適切に行っているか。 ２ 
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============================================================== 

基準 ６  教育環境 

============================================================== 

  中項目６－１   

教育運営に支障を生じさせないように教育設備を整備しているか。 

 

【取り組み状況】 

学校として基本となる施設、設備の補充をしており、かつ良好に管理ができている。在校生は個人で PCを購入し

入学をしているが、液晶タブレットなど実習設備をコース人数に応じて増設した。 

教育環境の整備については、規定やルールを定めている。図書室については専門分野についての資料を設置し、

教職員、学生が利用できる状態になっている。タブレット等の教育機材の学生への貸し出しについては、管理台帳の

整備をしている。 

 ソフトウェアライセンスは、数の管理が必要な物は資産管理ソフトウェアを導入して管理を継続している。また

Microsoft関係のライセンスは包括ライセンスを結ぶことによって、数量管理をせずに運用が可能となっている。 

 図書室・図書コーナーを設置し、職員配置や開館時間、閲覧環境および情報検索設備を整備している。 

また、図書管理台帳を作成し、規程に基づき図書の登録・点検・廃棄等の管理を行っている。これらを通じて、図書館

サービスが適切に機能していることを確認している。 

 

 

【課題及びその改善方策】 

特になし 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

６－１－１ 
教育上の必要性に対応した施設・設備を整備し、維持・管理、安全・衛生を確保
しているか。 

２ 

６－１－２ 教育上の必要性に対応した機材・備品を整備しているか。 ２ 

６－１－３ 図書室・図書コーナーがあり、図書館サービスは十分に機能しているか。 ２ 
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  中項目６－２   

教育環境を適切に維持しているか。 

 

【取り組み状況】 

校舎と付帯設備については必要な維持活動を実施している。学内外の安全対策に関しては避難経路を掲示し教員

が周知徹底を図っている。新年度のオリエンテーション時に全校での避難訓練を実施、また、学生の登下校及び学校

生活については注意を促しており、安全確保にも十分に配慮している。避難訓練の資料を教職員向け、在校生向け

に準備し配布、訓練を実施した。 

 関連機器の点検を定期的に実施し、報告書は保存管理を行っている。法定点検や設備点検時は可能な限り立会

い、状況を確認している。 

さらに、安全上の問題が設備に発生した場合は、総務の問合せ窓口を起点に迅速に業者と連絡が取れるように体制

を整え実践している。 

 

 

 

【課題及びその改善方策】 

適切に実施しているが、継続して避難訓練を実施し学生の安全確保の配慮を行っていく。 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

６－２－１ 学校における安全管理体制の整備を行っているか。 ２ 

６－２－２ 定期的に防災訓練を実施しているか。 ２ 
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============================================================== 

基準 ７  学生募集 

============================================================== 

  中項目７－１   

学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集および入学者選抜を行っているか。 

 

【取り組み状況】 

アドミッション・ポリシーは全教職員に周知し、募集要項及びホームページにて社会に公表している。募集活動にお

いてはコースごとの育成人材像、目指す資格や検定、進学及び就職実績、習得できる知識及び技術等を伝えている。  

学生の受入れ方針に基づき、募集要項及びホームページに入学者選抜方法を明示したうえで、公正かつ適切に入

学者選抜を実施している。入学願書の受付・入力から選抜試験運営までの業務体制を整備し、毎年度、事前に実施体

制の検証を行っている。 

入学選抜業務は「麻生塾システム」により一元管理し、総務・保守部門と連携しながら、募集要項に基づき適切に運

用している。試験問題、実施教室、備品、運営担当者配置等についても計画的に準備を行っている。 

願書受付についてはマニュアルを整備し、統一的な運用を徹底している。試験当日の運営においても役割別マニュ

アルを整備し、事前打合せにより認識統一を図ることで、公正性・正確性を確保している。 

 校納金等については、適切な設定を行っている。 

 

 

【課題及びその改善方策】 

問題なく運営されている。引き続き公表すべき情報の公表を継続する。 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

７－１－１ 
入学者受け入れ方針（アドミッション・ポリシー）を策定し、学校構成員（教職員
及び学生等）に周知し、社会に公表しているか。 

２ 

７－１－２ 募集活動において、教育成果を含めた学校情報は正確に伝えているか。 ２ 

７－１－３ 学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に学生募集を行っているか。 ２ 

７－１－４ 学生の受け入れ方針に基づき、公正かつ適切に入学者選抜を行っているか。 ３ 

７－１－５ 校納金（学生納付金）等は妥当なものとなっているか。 ２ 
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============================================================== 

基準 ８  財務 

============================================================== 

  中項目８－１   

教育活動を安定的かつ継続的に進めるため、財務基盤が安定し、適正な財務管理、監査の実施及び情報の公開を行

っているか。 

 

【取り組み状況】 

財務基盤は安定しており、貸借対照表や資金収支計算書にみる各種残高および基本金積み上げ額は、学生に必要

かつ快適な教育環境を提供できる十分な財務体質を備えているといえる。 

予算計画は、学校運営計画に即した編成を行っている。予算執行についても、計画に基づき適切に執行されてい

るかどうか確認を行い管理している。 

私立学校法及び寄付行為に基づき、監事による監査が適切に行われており、監査報告書を受領している。 

ホームページにて、貸借対照表・収支計算書・財産目録・監査報告書を公開している。 

 

【課題及びその改善方策】 

特になし。 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

８－１－１ 
教育活動を安定して遂行するために必要かつ十分な財政的基盤を確立してい
るか。 

２ 

８－１－２ 
予算計画は有効かつ妥当なものとなっているか。また事業・予算計画に基づき
適正に執行管理されているか。 

２ 

８－１－３ 
私立学校法及び寄附行為に基づき適切に監査を実施し、理事会、評議員会に報
告しているか。 

２ 

８－１－４ 財務情報公開の体制を整備し、適切に公開しているか。 ２ 
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============================================================== 

基準 ９  法令遵守 

============================================================== 

  中項目９－１   

法令、専修学校設置基準等を遵守し、適正に学校運営を行なっているか。 

 

【取り組み状況】 

専修学校設置基準に基づいて運営されている。個人情報については個人情報保護規程を設けている。在校生に対

しては入学時に個人情報の利用・提供に関する同意書を回収している。 

 その他の法令の遵守については、法務人事グループの支援を受け、想定されるリスクやその対応方法等を法人全

体と共有している。 

関係法令に基づく管理運営に関する学内諸規程は法務人事グループ、教育推進グループ等と協力して整備してお

り、電子文書および印刷物によって教職員に共有し、適切に運用している。 

 

 

【課題及びその改善方策】 

特になし。 

 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

９－１－１ 法令、専修学校設置基準等を遵守し、適正な学校運営を行っているか。 ２ 

９－１－２ 
関係法令に基づく管理運営に関する学内諸規程を整備し適切に運用している
か。 

２ 
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============================================================== 

基準１０ 内部質保証 

============================================================== 

 中項目１０－１   

教育の質を保証する仕組みを構築し、教育内容等について自己評価を行い、課題解決に取り組んでいるか。また、教

育情報を積極的に公開しているか。 

 

【取り組み状況】 

麻生塾全体における自己点検・評価の実施体制や評価項目の見直しも定期的及び適宜進めており、各実施年度に

おいて自己点検を行う際の留意点や改善策を提示している。 

 毎年自己点検・評価活動で明確になる課題について、担当者を中心に改善に向けた方策を講じ、必要に応じて教職

員定例教務会議にて常勤教員を中心に改善状況が共有されている。 

 自己点検・評価結果は本校公式ホームページにて速やかに公表し、社会への説明責任を適切に果たしている。 

 

【課題及びその改善方策】 

担当者だけでなく非常勤講師を含む教職員全体で改善に向けた方策を講じる必要がある。非常勤講師会にて自

己点検で課題となった事項の共有を行い半期で改善状況を確認する。非常勤講師を一堂に会する会議の設定は難

しいが、オンラインの利用も含めて非常勤講師個別に共有・改善を行っていく。 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

１０－１－１ 学校教育、学校運営について、組織的に自己点検・評価を実施しているか。 ２ 

１０－１－２ 
自己点検・評価の結果に基づき、学校教育と学校運営の質の改善と向上のため
の取組みを組織的に、積極的かつ継続的に行っているか。 

２ 

１０－１－３ 
自己点検・評価の結果を公表することで社会に対する説明責任を果たしている
か。 

２ 
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============================================================== 

基準１１ 社会貢献・地域貢献 

============================================================== 

  中項目１１－１   

公共的な機関として、資源を活用して社会的な活動や地域貢献活動を行っているか。 

 

【取り組み状況】 

年間で、夏季と冬季の 2 回、福岡市内の中学生を対象にした無償のイラスト講座を実施。また、地元ゲーム制作会

社経営者講演会を、中学生およびその保護者に開放するなど、中学生の進路選択に資する行事を開催した。 

在校生に、夏休みにボランティアを行うことを推奨している。市内のボランティアを紹介しているボランティアセン

ターの紹介を行い、ボランティア活動の探し方などの指導・教育を行っている。 

イラスト講座は市内一円からの参加者を集めることができており好評を博しており十分な成果を上げている。 

 

 

【課題及びその改善方策】 

ボランティアについては、一定の成果を上げているが、ボランティア参加者の拡大が今後の課題である。参加者拡

大に向け、ボランティア紹介の方法や内容について検討していく。 

 

 

小項目 評価項目 
自己点検・ 

評価結果 

１１－１－１ 学校の教育資源や施設を活用し、社会貢献・地域貢献を行っているか。 ２ 

１１－１－２ 学生のボランティア活動を奨励、具体的な活動支援をしているか。 ２ 

 

 

 

 

 

 

 

 


